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【要 旨】
別府は古くから日本を代表する温泉地として賑わい「国際観光温泉文化都市」に指定さ

れて、また平成２３年４月には、観光庁から「訪日外国人旅行者の受け入れ体制整備に係る
外客受入地方拠点」に選定された。外国人旅行者の増加が見込まれる地域として一層期待
されているためだが、別府市を訪れる外国人観光客のうち、８割超がアジア地域からの観
光客となっているのが現状である。特にアジアからの観光客のうち、中国人観光客数が対
前年比で増加して推移しているもの、その増加幅は縮小傾向にあり外国人観光客数全体の
押し上げ効果を薄めており、今後の増加策が課題となっている。
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はじめに

別府市は、大分県東部のほぼ中央に位置する
人口約１２万を超す県内第２位の都市で、日本の
九州の北東部、瀬戸内海に面した大分県東部の
ほぼ中央に位置し、阿蘇くじゅう国立公園に属
する由布・鶴見岳を中心とした連山の裾野が別
府湾へと広がる扇状地特有の地形を形成。別府
湾に囲まれた美しい景観と、温泉から湧きあが
る「湯けむり」が別府市を象徴し、全国的に「国
際観光温泉文化都市」としての名を知らしめて
いる。

泉都としての顔を持つ別府市には、「別府八
湯」と呼ばれるほど市内各所に温泉が湧出して
いる。源泉数は２，３０７カ所以上もあり、日本の

総源泉数の１０分の１を占め、湧出する湯量も日
量１３万７，０００キロリットルで国内一を誇る。こ
の温泉郷が別府市にとって最大の観光資源であ
り、別府観光の父である油屋熊八は「山は富士、
海は瀬戸内、湯は別府」という言葉を残したほ
どである。しかし、実際には温泉だけでなく、
実は別府市には海もあり、山もあり貴重な観光
資源となっている。

別府市の人口は１２万人を超し、県内では大分
市に次いで２番目に多い。市内には１０年前に開
学した立命館アジア太平洋大学（APU）や別
府大学があり、現在では約４，０００人の留学生が
学び、県民人口に占める留学生の割合は国内一
で、一般市民３０人に対して１人の留学生が暮ら
す日本でも有数の異文化あふれる国際交流都市
でもある。
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一方で、国内でも有数の温泉観光都市である
ことから、年間を通して数多くの国内観光客が
訪れているが、海外からの観光客も近年増加基
調にあり、２００８年度（平成２０年）の別府市観光
動態調査によると、同年度に別府市を訪れた外
国人は市人口の２倍以上にもなっている。こう
した理由から２０１１年（平成２３年）４月には、観
光庁から「訪日外国人旅行者の受け入れ体制整
備に係る外客受入地方拠点」に選定され、外国
人旅行者の増加が一層見込まれる地域としても
期待されている。

その別府観光において現在は、過去に人気の
あった観光地としての賑わいは薄れ、近年では
国内経済の低迷や観光客の観光スタイルの変化
によって客足が落ちているのが現状である、そ
のため、別府の観光産業は、国内の観光客だけ
で過去の繁栄ぶりを取り戻すことは難しく、国
内客だけに頼るという時代ではなくなっている
のが実情である。少しでも、過去の状態に戻す
ためには、国内客だけに頼るのではなく、いか
にして外国人観光客、それも近辺のアジア諸国
からの観光客をどう誘致していくのかが課題で
あり、その誘致に官民が一体となって、いま取
り組み始めている。

先行研究に関しては、別府における国際観光
についての研究がまだ少なく、別府における国
際観光に関する資料も限られていた。しかし近
年、山村順次城西国際大学観光学部客員教授が
別府温泉郷を事例とした観光地理学研究を発
表、主に別府温泉郷の形成過程をまとめるとと
もに、その実態分析とあり方にも言及した。ま
た、浦達雄大阪観光大学教授は別府温泉を中心
に観光地の評価やまちづくり、旅館経営や観光
客の実態について、中山氏は第２次世界大戦前
の別荘地開発、小堀貴亮・山村順次氏も湯治場
としての鉄輪温泉の実態を明らかにした。その
ほかの分野でも別府に関する研究は多少ある。

一方、別府に来訪する外国人観光客の大半は
アジアからの客であり、そのうち韓国人観光客
が最も多い中で、近年では新興国の中国人観光
客の誘致活動が日本全国の観光地で展開されて
いる。その中国人観光客をテーマにした研究

は、これまで東京や京都を初めとする大都市に
おける内容を重点にしていた傾向が多い。つま
り、日本の代表的な温泉観光都市である別府の
国際観光についての研究は足りていないのが現
状である。日本は温泉大国であり、近年中国で
は温泉ブームが広がり始めていることから、今
後は訪日中国人観光客の観光動機や温泉志向を
研究することは必要となる。本論文は日本政府
が公表されたデータ及び独自の調査したデータ
を基に別府市における国際観光の現状及び課題
を考察してみた。

１．別府における観光客の推移

別府温泉と言っても市内には鉄輪温泉、明礬
温泉、観海寺温泉、浜脇温泉、亀川温泉、堀田
温泉、柴石温泉、それに別府温泉があり、すべ
てを総称して別府八湯と呼んでいる。それぞれ
泉質も異なり、距離的にも遠く離れていないた

め、わずかな滞在時間で八湯を巡り歩くことが
できるという特徴を持っていることから、年間
を通して観光客の足は途切れないでいる。別府
市が毎年発表している「観光動態要覧」による
と、日帰りと宿泊を合わせた観光客が最も多
かった年が１９７６年度（昭和５１年）の１，３１２万１，９６２
人で、この年をピークに現在まで１，１００～１，２００
万人の水準で推移。２００９年度の直近調査では日
帰り客数が８３４万６，６５８人、宿泊客数は３６５万
２，３４５人で総数は１，１９９９万９，００３人だった。ちな
みに、２０１０年度調査では、宿泊と日帰りを合わ

図表１ 別府市における観光客人数の推移

出所）別府市観光動態要覧より著者作成
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順位 国名 観光客数
１位 韓国 １０４，０１２
２位 中国 ９，７２６
３位 台湾 ８，８４３
４位 タイ ４，６７０
５位 アメリカ ４，５８６
６位 ドイツ ３，６６４
７位 フランス ３，２７８
８位 シンガポール ３，１６３
９位 オーストラリア ２，４２５
１０位 イタリア ２，１９３

図表２ 外国人観光客ベスト１０ （２００９年度）

出所）別府市観光動態要覧（単位：人）

せた総観光客数が７９３万２，８５１人で大きく落ち込
んでいるが、これは同年度から観光庁による
「観光入込客統計に関する共通基準」に準じて
行ったためである。従って、２０１０年度以降は過
去との対比が出来ないため、本論文では、２００９
年度までのデータを採用して考察した（図表１
参照）。

別府市の観光客数が１９７６年にピークを迎えた
１，３１２万１，９６２人のうち、宿泊客数は６１３万１，５２３
人、日帰り客数は６９９万４３９人で、観光客総数に
占める宿泊客数は４６．７％であった。これに対し
て、２００９年度は１９７６年度対比で観光客数が
８．６％の減少している。宿泊客数が約４割減少
したためだが、日帰り客数では逆に２割ほど増
加している。約３０年前に比べ日帰り客が増加し
たのは、おそらく交通インフラが整備され、別
府温泉までの移動距離が短縮されたことによる
ものを思われる。

１９７６年度に比べ２００９年度の観光客総数が減少
した要因を分析すると、一般観光客に対して、
修学旅行客数が大きく落ち込んだことが指摘で
きる。修学旅行客数はピーク時の１９６５年度（昭
和４０年）には１４２万３，２３３人だったが、２００９年度
にはわずか２万８，６０８人までに減少。観光客総
数がピークだった１９７６年度に比べても、６７万
６，１６８人から約３０分の１まで縮小している。別
府温泉客が減少したのは、こうした修学旅行客
の落ち込みに加え宿泊客を中心とする一般客が
減ったことによるものとみられる。

また、別府温泉の観光客が増加基調にあった
１９６０年代以降、宿泊客を収容するホテルや旅館
などの施設建設が増加した。特に、日本経済が
最高潮に達したいわゆるバブル経済に入る直前
の１９８６年度（昭和６１年）には、こうした宿泊施
設が市内に５３９軒が存在し、当年度の宿泊客数
４６１万９，７３８人を受け入れた。しかし、バブル経
済の崩壊後から平成の時代に入ってからは年を
追うごとに宿泊客数が減少したことから、２００９
年度には宿泊施設が２３８軒までに落ち込んでい
る。

２．別府温泉に訪れる外国人観光客の現状

別府温泉が他の温泉観光地と同じように国内
観光の成長が低迷する中、外国人観光客の誘致
に目を向け始めたのは、国内の各観光地に比べ
て比較的早い時期のことである。別府市の観光
統計などによると、２００３年度（平成１５年）にお
ける外国人観光客数は１４万３，５３１人で、このう
ちアジアからが９３％と圧倒的に多く、ヨーロッ
パや北アメリカからの観光客がそれぞれ３％な
どとなっている。アジアを国・地位別でみる
と、韓国が最も多く１１万３，８４３人で、次に台湾
の１万２，７０８人、香 港３，５３９人・中 国１，６８５人
だった。欧米ではアメリカから３，８０６人、イギ
リスが１，２２０人、ドイツは１，１１２人である。

直近の２００９年度は１６万２，１２２人で、このうち
アジアからの観光客が全体の約８２％を占める１３
万２，５４５人、ヨーロッパからは同約１２％、１万
９，６２８人、北アメリカが同約４％の６，００６人と
なっている。また、集計方法を変更した２０１０年
度では２６万９，７２２人の外国人観光客のうち、ア
ジアが同約９１％の２４万６，４８５人、ヨーロッパが
同約６％の１万４，９８２人、北アメリカが同約
２％の４，５６７人となっている（図表２参照）。

以上のように、別府市を訪れる外国人観光客
はアジアからが圧倒的に多く、しかも韓国から
の観光客が多いのが特徴だ。韓国人観光客が大
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半を占めるのは、距離的に近いことが大きな要
因であり、しかも近年では大型クルーズ客船を
利用して福岡港に上陸し、九州各地を旅行して
帰国するケースが増加。大分県には、温泉入浴
に立ち寄る観光客が中心とみられる。その韓国
人観光客に対して、台湾や中国（香港を含む）
大陸からの中華系観光客も増加基調にあり、特
に中国本土からの観光客はここ数年増加傾向が
顕著となっている。

３．世界各地域の国際観光の動向

世界観光機関（UNWTO）によると、２００４
年から２００８年までの過去５年間、世界各地を訪
れた国際観光客到着数は増加し続け、２００８年も
前年比２．０％増のプラス成長となり、２００９年の
国際観光客到着数は世界的な景気低迷が影響
し、２００８年よりも３，８３８万人少ない８億８，０４７万
人（前年比４．２％減）に落ち込み、２００３年以来
６年ぶりの減少を記録した。

近年、各地域の観光客到着数で顕著なのがア
ジア・大洋州で、成長市場として世界の注目を
集めていることがうかがわれる。２００９年の世界
全体の国際観光客到着数は、２００３年と比べて
２６．９％増となったが、アジア・大洋州では
６０．３％増を記録し、世界全体の成長を牽引し
た。米国同時多発テロが発生した翌年（２００２年）
以降、地域別では米州を抜き、ヨーロッパに次
ぐ２位に躍進した。世界全体に占めるアジア・
大洋州の割合も、２００２年の１８．８％から２００９年に
は２０．６％に増えた。１）（図表３参照）

国際観光到着者数は世界の経済状況、観光地

域で発生した病気の感染、さらに戦争により治
安など様々な面の事情に左右されるものであ
る。観光産業はほかの産業と比べると、外部か
ら影響を受けやすい産業である。

４．日本における国際観光

観光立国とは、そのままの魅力ある国づくり
であり、２１世紀日本の最重要課題である。２００８
年１０月１日に国土交通省の外局として観光庁を
発足させ、日本は観光立国に向けた取り組みを
積極的に推進している。観光庁では「訪日外国
人旅行者を１千万人に」という目標を揚げてい
るが世界との差はまだ大きい。ちなみに、世界
各国・地域への外国人訪問者数（２０１０年暫定値、
世界観光機関（UNWTO）まとめ）をみると、
外国人訪問者数が世界で最も多かった国はフラ
ンスで、その数は約７，４２０万人であった。

近年、中国への外国人訪問者数の増加が著し
い。２００４年にはイタリアを抜いて４位に浮上し
近い将来、世界１位になることが見込まれてい
る。２００６年の日本への外国人訪問者数は、世界
で３０位（約７３３万人）であった。アジア諸国・
地域の中では中国、マレーシア、香港、タイ、
マカオ、シンガポールより下回っている。

この局面を打開し、「２０１０年までに訪日外客
数１，０００万人」を実現するために、国土交通省
は２００３年度から、国や地方自治体、JNTO 及び
民間が共同して取り組む戦略的訪日旅行促進
キャンペーン VJC（ビジット・ジャパン・キャ
ンペーン）を開始した。VJC では訪日旅行促
進の重点市場を設定し、市場ごとの特性に応じ
た様々な事業を組み合わせ、訪日旅行促進キャ
ンペーンを実施している。２）

キャンーンペン当初の重点市場は韓国、台
湾、米国、中国、香港の５市場であったが、
２００４年度に英国、ドイツ、フランス、そして
２００５年度には豪州、カナダ、シンガポール、タ
イが加わり、合計１２市場となった。２０１０年４月
からはインド、ロシア、マレーシアが加わり、
合計１５市場となっている。

１５の重点市場の中にアジア地域が多く含まれ

２００８年 ２００９年 ２０２０年予測値
アジア・大洋州 １８０，０４４ １８１，０６９ ４１６，０００

米州 １４６，９３１ １４０，０９９ ２８２，３００
欧州 ４８７，６１６ ４６０，００６ ７１７，０００
中東 ５５，９６５ ５３，１９８ ６８，５００
アフリカ ４４，２９３ ４５，５５９ ７７，５００
合計 ９１４，８４９ ８８０，４７１ １，５６１，３００

図表３ 世界各地の国際観光客数 （単位：千人）

出所）『JNTO国際観光白書２０１０』から筆者作成
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ているのは、外国人観光客のうち同地域からの
訪日観光客が大勢を占めているからである。日
本政府の統計データによると、２００９年の訪日客
数を国籍別に見るとアジア地域が最も多く、全
体の３分の２を占めている。しかも同じアジア
地域でも中華系観光客の多さが目を引き、２００８
年においては日本に訪問した外国人客総数８３５
万人のうち、アジア地域から訪日観光客人数か
ら見ると、韓国人観光客が最も多いが、訪日客
数全４位の国のうち、中国・台湾・香港の中国
語系の人数が韓国より遙かに多い。中国人（台
湾、香港を含む）観光客が２８５万人を占め、訪
日外国人客の３分の１となっている。さらに、
２０１０年の中国人観光客数は１４０万人を記録、訪
日外客数全体を占める中国人観光客の割合は
２００７年の１１．３％から１４．８％に増えた。そのた
め、中国人観光客の誘致活動の成果は、今後の

日本におけるインバウンド観光の目標が達成で
きるかどうか、大きく影響を与えていると考え
られる（図表３・図表４参照）。

５．中国人の海外旅行について

中国では１９８３年に香港、マカオへの親族訪問
旅行が許可されて以来、国民の外国旅行に対す
る意欲が増し、１９８８年にはタイ、１９９０年にシン
ガポール、マレーシア、１９９２年にはフィリピン
への旅行が解禁された。当時は親族訪問を目的
とする旅行のみ許可されていたが、１９９７年７月
には法整備が図られ、これらの地域以外でも順

次、一般団体観光が正式に解禁されている。そ
の後の主な解禁先としては１９９８年に韓国、１９９９
年にはオーストラリア、ニュージランド、日本
（２０００年９月には初の団体観光査証を発給）を
解禁し、２００７年１月１日現在で合計８６カ国・地
域が開放されている。

その中国人旅行者の旅行地は以前からアジ
ア・大洋州地域が中心で香港、マカオが圧倒的
に多く、続いてシンガポ－ル、タイ、ベトナ
ム、韓国、日本、マレーシア、オーストラリア
の順となっている。タイ、マレーシアなどの東
南アジア諸国への旅行者数が伸び悩む中、日
本、韓国、オーストラリアといった比較的最近
になって観光旅行が開放された国への旅行者数
が堅調に伸びている。中国人観光客が日本を訪
問する場合、旅行目的に応じた訪日ビザの取得
が必要となり、団体観光の目的で訪日する場
合、短期滞在ビザを取得する必要がある。短期
滞在ビザの取得対象には、商用や親族訪問を目
的とする人々も含まれる。このうち、訪日中国
人団体観光客に限って月別で見ると、団体観光
客が多い月は中国の連休と重なっている。一年
を通して最も訪日客が集中する月は旧正月（２

月前後）と国慶節の１０月である。また、訪日中
国人旅行客者を性別でみると、男性と女性の比
率は近年では女性の旅行者数の増加が目立って
いる。中国観光客の国内旅行先をみると、大都
市圏である東京や大阪が中心だが、団体ツアー
では関西空港から大阪―京都―愛知―富士山―
箱根―東京というコースが一般的で、その逆の

図表４ 訪日外国人旅行者の地域別（２０１０年）

図表５ 主要国別訪日外国人旅行者数

出所）『JNTO国際観光白書２０１０』より著者作成

出所）『JNTO国際観光白書２００３～２０１０』より著者作成
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コースを含めてゴールデンルートとして人気が
ある。東京は最後に訪れる日程ツアーが最も人
気があるようで、最後に買い物を楽しんで帰国
するパターンが好まれているようだ。

６．訪日中国人が日本に求めるもの

日本が観光立国を実現するために、何よりも
増加基調にある中国人観光客の需要と嗜好の研
究が重要な課題だと考えられる。そのために
は、中国人観光客の訪日前と訪日後の意識調査
から、中国人が抱く日本に対するイメージ及び
日本への旅行動向を知る必要がある。

訪日中国人旅行者数が年々増えつつある中
で、前述した通り東京や大阪などの大都市圏
や、京都や奈良などの名所旧跡がある都市に集
中しているが、今後は地方の観光資源の宣伝が
求められるのではないだろうか。また、若い中
国人女性客数が増えてきたものの、一方でお年
寄り客に向けた誘致活動がまだ不十分である。
例えば、日本の温泉が数多くありながら、中国
人旅行客に対する誘致活動が少ないことが指摘
できる。温泉は単純な入浴行為だけではなく、
中国人の好みに合う施設及び料理などを工夫す
れば効果が出ると考えられる。

７．観光温泉都市の別府市における改善につい
ての考察

別府市は、日本の代表的な観光地であり、日
本の温泉観光都市でもある。別府における外国
人観光客の誘致活動の経験は、これから日本の
各観光地にとって一つの参考資料となるだろ
う。そこで、観光地として発展してきた別府市
の歴史を振り返りながら、今後の国際観光につ
いて改善点について分野ごとに考察してみた。

⑴ 交通面
別府市における観光都市としての活動は、す

でに明治時代初期から始められていた。その背
景には交通手段の先行整備が大きく寄与し、温
泉客誘致に貢献してきた歴史がある。文明開化

の明治初期、東京・新橋―横浜間で初の蒸気機
関車が運行されたのを機に、都市間交通網が整
備され、別府では１９００年に大分駅―亀川駅間の
路面電車（別大線）が運行を始めた。国内でこ
の都市間交通が開通したのは１８９５年の京都電気
鉄道が始まりで、その後１８９８年に名古屋電気鉄
道、１８９９年に川崎大師鉄道、１９００年の熱海鉄道
と続き、別大線の開通は５番目に早かった。一
方、外国の客船が別府に寄港する機会も早く、
寄港が大正時代になると増え始め、１９２６年（大
正１５年）のフランコニヤ号の寄港を皮切りに、
各国の世界周遊船が延べ１５回、１９３７年（昭和１２
年）７月の蘆溝橋事件による日中戦争勃発まで
の１３年間にわたって各国の客船が寄港してい
る。３）

このように、別府は国際観光都市として発展
してきた背景には、交通インフラが早くから整
備されてきたことが指摘でき、交通の利便性が
最も重要な要素であることが意識されていた。
しかし現在、九州地域でも新幹線が開通したも
のの福岡から鹿児島までのルートであるため、
別府市にとっては国内観光客の誘致に不利な一
因となっているが、アジアを中心とした外国人
観光客については、それほど影響は大きくない
ものと思われる。現在、別府に来る外国人観光
客は空路と海路を利用しており、空路は大分空
港への直行便のほか、福岡空港を利用して別府
を含めた九州各地を観光するルートが確立して
いる。

⑵ 歓楽地
別府は、昔から温泉保養地という印象のほか

に、歓楽的性格も強いことが指摘できる。その
始まりは、１９２５年（大正１４年）に開設された総
合遊園地鶴見園であり、同施設は宝塚を模倣し
て建設された。園内に各種浴場と温泉プール、
大食堂、宴会場がある。さらに園内には定員
６００名の劇場も設けている。年中無休で経営さ
れていた。

また、明治末期の別府花街は２０軒ほどの茶屋
料理、３０軒の置屋、浜脇花街には１０軒程度の料
亭と置屋があり、別府検番には９０人、浜脇検番
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には３０人ほどの芸者、舞妓が在籍されていたと
される。遊廓は別府に１０件、浜脇に３～４０軒が
存在し、格子づくりの張店に２００人ほどの遊女
がいたといわれる。４）

しかし、現在の別府には夜の歓楽施設として
は、鉄輪温泉のヤングセンターしかない。この
施設では温泉入浴と宿泊ができ時代劇を観賞で
きるが、昔の鶴見園と比べると比較にはならな
い小規模で、さらに老朽化も目立つ。外国人観
光客を誘致するには、夜の娯楽施設も大切な要
素であり、別府らしい娯楽施設の建設が必要で
はないかと考えられる。

⑶ ホテルの整備
大正末期から第二次世界大戦まで、別府は温

泉地として世界の人々が目を向け、また別府も
世界に目を向けていたと言える。明治末期には
年間の浴客数が５０万人を突破としていた時期も
あり、大正期に入ってすぐの１９１１年５月には外
国人客のために、当時としては珍しい近代洋風
建築の別府ホテルが建設されている。５）

その後、別府市内には数多くのホテルが建設
されたが、今現在はホテルの老朽化が進んでい
るのが現状である。日本を訪れる外国人観光客
だけでなく、国内からの旅行者を受け入れるに
は不利な要件となるだけに、既存ホテルのリ
ニューアル等が求められる。

⑷ 国際観光誘致
大正前期には、第一次世界大戦の影響で外国

人観光客が一時現象するが、国と県から「外国
人を優遇せよ、日本に落とす金は一日一人千
円！特に別府温泉」との檄が飛び、町を挙げて
の国際観光誘致合戦が繰り広げられた。これら
の来訪者の中には１９３１年４月のアメリカオック
スフォード映画社トーキー撮影隊による別府温
泉の名称風物行事撮影や、１９３１年１０月の別府球
場竣工に伴うベイブルース、１９３５年４月の
チャーリー・チャップリン、バーナード・
ショー、１９３６年５月のへレン・ケラーなどが含
まれる。

特に、外国周遊船の乗客たちは日本に立ち寄

る際にはまず別府港に上陸、市内の麻生邸等で
もてなしを受けたといわれる。これらの外国か
らの来訪者を含む観光客の増加を受けて、１９２８
年４月には中外産業大博覧会が別府公園一帯で
開催され、さらに９年後の１９３７年にも別府国際
温泉観光博覧会が開催されている。６）

このように別府は昔から国際観光誘致活動を
積極的に展開した歴史がある都市である。日本
一の温泉地の地位も確保され、日本国内及び海
外の著名人が別府での滞在療養により、別府が
人気な温泉観光地となった。

⑸ 中国人観光客の誘致
これまで、別府市では交通手段が整備された

隣国の韓国を中心に観光誘致策を展開してきた
が、２０１１年からは新興観光国の中国にもター
ゲットを当てた誘致活動を積極的に進めてき
た。その結果、２０１１年８月１０日には、中国を拠
点に運航している７万トン級の大型クルーズ船
である「レジェンド・オブ・ザ・シーズ」の別
府国際観光港への初寄港が実現している。同月
末までには４回の寄港が実現し、今後大きな経
済効果が期待されている。大分県国際観光船誘
致促進委員会によると、同クルーズ船で別府を
訪れた観光客数は４回の寄港で合計６，９１０人と
なり、直接・間接的経済波及効果は約１億
６，０００万円に上ったと試算している。

特に、２０１１年３月の東日本大震災の影響で、
国内を訪れる外国人客数が大幅に減少したこと
で、１年が過ぎた現在で中国人観光客を含めて
観光客は戻りつつある。中国は近年、高度経済
成長によって、中国人の海外旅行者数は増加
し、すでに７，０００万人台に上っている。世界各
国の観光地が中国人観光客の誘致活動を活発化
させているのは、この客数の多さ所以である。

国は２０１１年７月から、個人観光で沖縄を訪問
する中国人向けに、一定の要件を満たす場合に
３年間有効の数次ビザ（１回の滞在期間は９０日
以内）を発給し始めた。この中国人観光客の誘
致対策が大きな反響を及ぼし沖縄県によると、
２０１１年７月から２０１２年５月までの間に、数次ビ
ザの発行数が１万９，０００件に上り、沖縄を訪れ
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る中国人客数は５万人に達し、２０１０年の２倍近
くに増えた。沖縄の観光関係者によると、数次
ビザの発行政策が沖縄県の知名度を上げ、沖縄
に来る団体ツアー数が増えていることは確かだ
と話す。今回の数次ビザ発給による沖縄県への
中国人観光客の誘致対策は、単に沖縄だけでな
く距離的に近い九州地域への観光にも影響を与
えるものとみられ、大分県とくに別府市にとっ
ても外国人観光客の増加に期待が持てるものと
思われる。

これまでに日本政府はインバウンドを促進す
るために公共、観光、交通施設に中国語、韓国
語などの標識を増やしたり、訪日外国人客の誘
致に活躍している外国人を「観光大使」に任命
したりする対策を展開してきた。しかし外国人
客の需要及び変化についての研究、特に訪日中
国人の志向についての研究が少ないのが現状で
ある。

８．まとめ

各種の調査データを分析すると、この１０年間
での訪日中国人の訪日動機が大きく変化してい
ることが読み取れる。特に、現在の中国人富裕
層の訪日意識などが１０年前と相当違っているこ
とが指摘できる。例えば「日本の温泉体験」で
はすでに１９９７年の訪日動機の９位から、２００７年
には３位に躍進していることが分かった。

２００９年、筆者は中国河南省で日本への観光に
関するアンケート調査を実施した。調査人数は
２１０人であり、職業や年齢層別及び収入状況に
ついて調べている。

収入状況の調査の結果によると、①８０％の中
国人が日本に行きたい②日本へ行ったことがあ
る人は少ない③日本の伝統祭りを体験したい人
が多い④日本の天然温泉が好きである⑤日本滞
在中に日本料理と中華料理の両方を提供してほ
しいなどあった。

日本の泉都を代表する別府市を訪れる中国人
客数がまだ１万人未満であることを考えると、
健康志向を重視する中国人富裕層の誘致にはま
だ拡大要素があり、温泉入浴がいかに健康的で

あるかをアピールする必要がある。そのために
も、別府市当局だけでなく、観光産業さらには
市民がおもてなしの心を持って中国人観光客の
みならず、日本人を含めた観光誘致に取り組む
必要があるのではないだろうか。

他方、観光は社会や経済動向などに大きく左
右される側面を持っている。例えば、世界的な
感染症の流行、あるいは自国経済活動の低迷、
さらには現在のような世界的な財政・金融不安
といった事態が発生した時には、観光客が大き
く減少する。とりわけ、韓国人や中国人観光客
を相手にした国内の観光誘致には歴史観を含め
た政治的リスクが存在する。２０１２年８月以降、
領土問題から発生した大規模な反日活動は、国
内における観光客誘致に暗い影を落とし、両国
からの観光客が再び大きく減少している。

こうした事態に、観光産業とりわけ受け入れ
施設であるホテルや旅館といった宿泊施設は、
ある意味で無防備と言っても過言ではない状態
に置かれている。土産物販売や各種入館施設、
あるいは運輸業といった観光関連産業とは違っ
て、突然のキャンセルによる団体ツアー客によ
る経済的損失は大きく、しかも旅行規約の違い
から国内の宿泊施設側にとってはキャンセル料
が発生せず、そのまま損失を受け入れなければ
ならない。宿泊施設にとって、こうした損失が
続くようであると経営に大きな影響を与えるこ
とになり、早急にリスク管理を確立する必要が
求められる。

最後に、観光庁国際交流推進課外国人客誘致
室長の勝又正秀氏は中国新聞のインタビューに
ついて、以下のように答えている。「２０２０年の
訪日外国人客数を２０００万人とする目標は、特に
訪日中国人客に期待している。将来訪日中国人
が６００万人台を達成するように期待している」
と。中国人観光客の大幅な増加を実現させるに
は、これまで以上に中国人の観光に対する意識
を知る必要があり、その動向を把握するための
各種調査が早急に求められる。
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温泉」（社）日本温泉協会『温泉』 ２０１２年４月
第８０巻４号

⑪ （社）日本観光振興協会 『２１世紀のツーリズム
創造へ 数字がかたる旅行業 ２０１１』 ２０１１年

⑫ 大分みらい信用金庫 『大分みらい信用金庫創立
８０周年記念 『ふるさとの遺産』シリーズ② 別
府―近代の宝庫』 平成１４年

註

１）『JNTO 国際観光白書２０１０』白書
２）『JNTO 国際観光白書２０１０』白書
３）大分みらい信用金庫創立８０周年記念 『ふるさと

の遺産』シリーズ② 別府―近代の宝庫
４）大分みらい信用金庫創立８０周年記念 『ふるさと

の遺産』シリーズ② 別府―近代の宝庫
５）同４）
６）同４）
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